
令和元年度　白石町立北明小学校学校　学校評価計画

１　学校教育目標

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的目標 具体的方策

● 志を高める教育
自らの夢や目標の実現に向けて努力
する気持ちを高める教育活動の推進

・ 自らの夢や目標の実現に向けて努
力する気持ちがあると答える児童を８
０％以上にする。

・伝記などの本を読み聞かせをしたり、佐
賀の偉人の名言やオリンピック選手の生
き方などを朝会で紹介したりすることを通
して、夢や生き方について自ら考えさせる
時間や場面を設ける。

基礎・基本の学力の向上

・学期末に実施する漢字･計算フェス
タでの合格者を９０％以上にする。
・ＣＲＴや学習状況調査の結果を前年
度より向上させる。
・授業中は自分の考えを持ち、発表
できる児童を９０％以上にする。

・漢字・計算フェスタに向け目標を設定し
て取り組ませ、主体的な学習態度を向上
させる。
・学年の実態に応じ、計画的に級外等を
配置し、知識の定着と活用を図る。
・学校教育活動全般において、児童が自
分の考えを交流する活動を取り入れる。

望ましい学習習慣と学習態度の育成

・学習用具等を忘れずに準備できる
児童を９０％以上にする。
・家庭学習を忘れずにし、自主学習も
頑張る児童を９０％以上にする。

・年度当初に「学習の約束」を確認し、「か
つお」を合言葉に共通理解のもと、準備の
習慣化を図る。また、学級だより等で家庭
に協力を働き掛ける。
・「家勉週間」を毎月設定し、目標学習時
間が達成できるよう家庭と協力して進め
る。

TTや少人数指導等によるきめ細かな
指導の充実

・各教科の単元テストにおいて、学級
平均が期待得点を超えるようにす
る。
・年度末での到達度テストで８０％以
上の得点率となるようにする。

・進度計画や、到達度について各教科で再点
検を行い、教材開発を行う。
・算数については、ＴＴや少人数授業を学習内
容や児童の実態に応じて実施する。
・わかる授業作りに向けて、教材研究や教材
の準備等を、学級担任とＴＴ担当者が共同で
行う。

〇ＩＣＴ利活用教育の
充実

ＩＣＴを利活用した「わかる授業」づくり

・ＩＣＴを活用した授業を全職員が実施
する。

・長期休業中にＩＣＴ利活用に関するの職員研
修を実施し、ICTの授業への活用スキルを高
める。
・デジタルとアナログ双方の利点を生かし、児
童が学びやすい活用方法について研修等を
行う。
・ICT支援員を活用し、新学習指導要領全面
実施に向けてプログラミング学習の実施と研
修を行う。

○図書館教育 読書指導の推進と読書の習慣化

・朝の読書タイムの充実を図る。
・学級での読書活動を促進し、授業で
の活用をすすめる。
・毎月の「家読デー」で，家庭での読
書推進を図る。
・「読書の記録」を活用する。
・年間読書冊数を平均２００冊以上に
する。

・図書館の環境を委員会の児童と一緒に工
夫し、本への興味関心を高める。
・読書タイムやボランティアによる読み語りを
実施し、本に親しませる。
・調べ学習等での図書館活用を促進し、関連
書を増やしていく。
・「めざせ○冊カード」「○冊達成賞」などで読
書の意欲づけを図る。
・家読（うちどく）を奨励し，定期的に図書だよ
り等で保護者に呼びかける。

学
校
運
営

○教職員の資質向
上

校内研究の充実

・「特別の教科 道徳」において、「考
え、議論する道徳」を意識した授業づ
くりができる教員を80％以上にする。

・道徳教育推進教員を中心に、また、校内
研究において「考え、議論する道徳」の授
業づくりに関する研修会を実施する。
・道徳の授業では、交流活動を取り入れ
た授業を実践していく。
・「ふれあい道徳」参観において、「考え、
議論する道徳」を踏まえた授業を公開す
る。

２　本年度の重点目標

　地域のよさをいかし、夢をもち、元気あふれる学校づくり

　　◇　かしこく（知）　：確かな学力・知恵を磨く
　　◇　やさしく（徳）　：やさしい心・人と関わる力を培う
　　◇　たくましく（体）：強い体・がまんする力を育む

○基礎・基本の学力の向上
○学ぶ意欲と思考力・判断力・表現力の育成
○望ましい学習習慣と学習態度の育成
○人と協調し、人を思いやる心の育成
○自らを律する心の育成
○人と関わる力の育成
○望ましい健康生活の習慣化、学校体育の推進
○食育の推進と性教育の実施
○特別支援教育の推進
○教育相談の充実

３　目標・評価

①　確かな学力・知恵を磨く

教
育
活
動

●学力の向上



領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的目標 具体的方策

○環境美化 無言掃除の徹底

・無言掃除に懸命に取り組む児童を
９０％以上にする。

・毎週月曜日に行う無言掃除集会を通して、
無言掃除の意義を考えさせる。
・教師も児童とともに掃除に取り組み、無言掃
除ができている児童を認め、褒める。
・無言掃除集会や掃除の時間に、掃除の仕
方や掃除用具の取り扱い方、後始末の仕方
などを順序立てて丁寧に指導する。

●心の教育 人権・同和教育の充実

・「気になる子」を中心に据えた「一人
一レポート」に全職員が取り組む。
・部落差別についての学習を、人権
教室などで取り扱う。

・ＰＴＡを対象とした「人権・同和教育」の講
演会を実施する。
・12月に人権集会や人権学習を実施す
る。
・みんなの歌として、人権について考える
内容のものを選択し、練習する中で人権
についての考えや気持ちを高める。
・人権学習の教材などを使いやすく準備
する。

○特別活動 子ども主体の児童会活動の充実

集会活動や縦割り班での活動などに
楽しく参加することができる児童を９
０％以上にする。

・拡大代表委員会を開くことで、見通しや
期待感を持って集会活動に取り組むこと
ができるようにする。
・自分達で楽しい集会や縦割り活動をつ
くっていけるよう、創意工夫ができる場を
設定する。
・活動の振り返り（かがやきポケット）を行
うことで、互いのよさを認め合うことができ
るようにする。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的目標 具体的方策

◯生徒指導 あいさつ・返事の習慣化

・あいさつと「ありがとう」,返事ができ
る児童を９０％以上にする。
・地域においても元気よく挨拶ができ
る児童を育てる。
・全児童が元気よく堂々と返事ができ
るようにする。

・交通指導員さん、北明っ子見守り隊の
人、家族や地域の人に挨拶をすること
や、道路を横断した後に止まってもらった
車に「ありがとう」と言うことを、全校に指
導する。
・全校朝会、集会、地区児童会、授業中な
ど常時継続して挨拶や返事について声を
かけ奨励していく。
・児童の自主的活動として、あいさつボラ
ンティアを募り、あいさつ運動を行う。
・挨拶や返事が素晴らしかった児童を随
時紹介し、意欲を高める。

望ましい生活習慣の形成

・「早寝・早起き・朝ごはん」の生活リ
ズムが整った児童を９０％以上にす
る。
・口腔衛生に興味を持たせ、丁寧な
歯みがきをする習慣の定着を目指
す。

・集会や放送等での保健指導と保健だよ
りを活用し、「早寝・早起き・朝ごはん」の
生活リズムの大切さを児童や保護者に理
解してもらい行動につなげることができる
ように啓発する。
・保健室来室者や「すこやかチェック」を実
施し、生活習慣の改善が必要な児童への
個別指導を行う。
・歯みがきは「歯の健康」のみではなく、感
染症予防にもなることを啓発し、口腔衛生
の向上につなげる。
・学校歯科医等によるブラッシング指導を
計画し、正しい歯みがきの仕方を身につ
けさせる。

運動習慣の改善や定着化

・２０分休みや昼休みに外で遊んでい
ると答える児童を８５％以上にする。
・スポーツテストの各学年における平
均値が県の平均値を超える。

・運動委員会と連携を取り、遊びの企画を
毎月提案する。
・ロードレース大会の前の２週間に全児童
が運動場を走る機会を設ける。また、自
己目標を設定させることで、自ら意欲的に
活動できるようにする。

○教育相談 教育相談体制の構築

・児童の困り感や心の変化を早期に
発見し、迅速な対応ができる校内体
制を整える。

・毎日の児童観察や会話を通して、児童
の些細な変化に気づくことができるように
する。
・毎月全児童に「心のアンケート」を実施
し、担任・管理職・関係職員で実態把握と
対応を行う。
・教育相談週間を10月に実施し、担任と
児童が話をする機会を設けより信頼関係
が構築できるようにする。
・SCによるグループエンカウンターなどの
授業を実施する。
・教育相談だよりを月1回発行し、カウンセ
リングを利用しやすい環境を整える。

②　やさしい心・関わる力を培う

●健康・体つくり

③　強い体・耐える力を育む

教
育
活
動

教
育
活
動



●いじめ問題への
対応

いじめの未然防止と早期発見

・いじめや不登校の根絶を目指して、
温かい人間関係を構築し、児童一人
一人がお互いの個性を認め伸張し合
う学級経営や道徳教育を充実させ
る。
･問題行動の早期発見、迅速な対応
を目指す。
いじめをしない思いやりの気持ちで
友だちとすごすことができる児童を９
０％以上にする。

・Ｑ-Ｕを年2回実施するとともに、長期休
業中に各学級の実態について把握し、全
職員で共有する機会を持つ。
・いじめ・不登校未然防止のためにチェッ
クリスト等を活用する。
・管理職、生徒指導主任への報告、連
絡、相談を密にし、問題行動への初期対
応を充実する。
・週一回の職員連絡会で生徒指導につい
て全職員で情報交換を行い一人で抱え込
まない体制をとる。
・心のポストを設置し、投函について毎日
確認し、いじめの早期発見、早期対応に
努める。

○特別支援教育
特別な支援を要する児童への学校全
体による支援体制の充実

・学級担任だけではなく、学校全体と
して支援を行える体制を構築する。
・児童一人一人の実態に応じた適切
な指導・支援を行う。
・教育相談と協力して指導・支援を進
める。

・管理職、教育相談担当、生徒指導主
任、保護者への報告、連絡、相談を密に
し、問題行動や児童の困り感への初期対
応を充実する。
・職員会議で支援の必要な児童について
情報交換を行い、一人で抱え込まず全職
員で支援する体制をとる。
・個別の指導計画及び教育支援計画を、
普通学級担任と特別支援学級担任とで協
力して作成し学期ごとに見直しや改善策
を立てる。

学
校
運
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○危機管理体制 児童の安全確保

・大雨や台風、地震、大雪、不審者事
案等、実際の事例や事象に基づいて
指導し、防犯・防災の意識を高める。
・安全な避難に重点を置いた危機管
理体制の充実を図り年３回訓練を実
施する。

・安全ボランティアと協力し校区をあげて
安全指導に取り組む。
・PTAと連携を図り通学路の危険箇所点
検を行い、通学路の安全マップを更新す
る。
・まちこみメールを活用し、緊急時等の連
絡を速やかにする。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的目標 具体的方策

○地域との連携強
化

コミュニティスクールの充実

・運営協議会の委員だけでなく、老人
会、民生委員、公民館、婦人会等、
校区内の各団体との連携を強化す
る。
・地域ボランティアや外部人材を活用
した学習を年１回以上実施する。

・必要に応じて、校区内の各団体の会合
に管理職が出向き、学校行事等への協力
を具体的に依頼する。
・地域の方々に協力をいただいた取組み
を、学校HPや学校便り、コミュニティース
クール便り等により、積極的に情報発信
を行う。

●業務改善・教職員
の働き方改革の推
進

業務効率化の推進

・各分掌間の連携及び情報共有を図
り、効率的な業務への取組を推進す
るとともに、教職員の時間外勤務に
ついて１か月当たり前年度比５％削
減する。

・各教職員の勤務時間を確実に把握する
とともに、特定の教職員に業務が集中し
ないようにマネジメントを行う。
・毎週の定時退勤推奨日を実行する。達
成率をモニターに表示し、意識を高める。

●は共通評価項目のうち必須項目、○は独自評価項目

学
校
運
営

本年度の重点目標に含まれない共通評価項目（あれば記入）

教
育
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動


